
整備が進められる村道尾西２号線（松原）

環境整備支援補助金を用いた農道の新設（大瓜下）

改修予定の五反田住宅１号棟・２号棟

―

　
当
初
予
算
と
同
額
の
４
５
０

万
円
を
補
正
す
る
が
、
そ
の
詳
細

は
。

―

　
６
月
７
日
現
在
で
28
件
の
申

請
が
あ
り
、
４
２
０
万
円
以
上
を

支
出
し
て
い
る
。

　
今
後
、
秋
の
刈
り
取
り
か
ら
来

年
に
向
け
て
さ
ら
な
る
申
請
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
当
初
予
算
の
倍
、

総
額
９
０
０
万
円
の
予
算
措
置
を

行
う
。

―

　
申
請
の
傾
向
と
し
て
、
住
民

は
ど
う
い
っ
た
事
業
へ
の
補
助
を

求
め
て
い
る
か
。

―

　
補
助
申
請
は
農
地
と
農
業
用

施
設
で
分
け
て
い
る
。

　
農
地
に
つ
い
て
は
畦
畔
撤
去
や

排
水
溝
の
整
備
が
大
き
な
金
額
を

占
め
る
。

　
農
業
用
施
設
に
関
し
て
は
、
用

排
水
路
・
農
道
の
整
備
・
拡
幅
、

揚
水
ポ
ン
プ
の
補
修
な
ど
の
実
績

が
あ
っ
た
。

―

　
今
年
度
の
防
衛
調
整
交
付
金

は
今
回
の
補
正
で
確
定
か
。

―

　
来
年
２
月
に
米
軍
演
習
が
予

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
追
加
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

―

　
交
付
金
の
充
当
先
は
暴
風
雪

柵
と
道
路
の
補
修
の
よ
う
だ
が
、

そ
の
詳
細
は
。

―

　
万
葉
お
お
ひ
ら
館
の
裏
、
村

道
あ
ぶ
み
沢
線
に
高
さ
１
・
５
ｍ
、

延
長
33
ｍ
の
暴
風
雪
柵
を
整
備
す

る
。

　
戦
車
に
よ
る
切
削
が
深
刻
だ
っ

た
村
道
大
瓜
南
側
線
の
交
差
点
２

ヶ
所
を
補
修
す
る
。

―

　
今
回
の
補
修
箇
所
以
外
に
も

痛
ん
で
い
る
場
所
は
多
い
が
。

―

　
防
衛
局
と
調
整
し
て
、
事
業

化
を
図
っ
て
い
く
。

―

　
住
宅
請
負
工
事
の
詳
細
は
。

―

　
昨
年
、
五
反
田
住
宅
３
号
棟

の
壁
面
に
断
熱
材
を
入
れ
る
等
の

改
修
を
し
た
。

　
今
回
は
１
号
棟
と
２
号
棟
に
同

様
の
改
修
工
事
を
行
う
。

第177号（平成30年７月26日） おおひら議会だより （２）第177号（平成30年７月26日）（３） おおひら議会だより

全員賛成

補　正　額会　計　別 予　算　額

特別

会計

15万円

177万円

 5億1,285万円

 5億7,947万円

国民健康保険事業

介 護 保 険 事 業

◎平成30年度各種会計予算◎

　
平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の

３
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
の
承
認
５
件
、
条
例
の
改
正
３
件
、
財
産
の
取
得

１
件
、
損
害
賠
償
の
和
解
１
件
、
村
道
路
線
の
認
定
１
件
、
平

成
30
年
度
予
算
の
補
正
３
件
の
全
14
件
が
村
長
よ
り
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
繰
越
計
算
書
１
件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
８
ペ
ー
ジ
か

ら
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

平成30年度

補正予算

環境整備支援事業費補助金を

農業振興費総額1億農業振興費総額1億
倍増

4,509万円4,509万円
一般会計予算
44億5,880万円

６月定例会

（2億8,880万円増額補正）

◎歳入の補正
特定防衛施設周辺整備調整交付金
 …1億80万円
大瓜南側線外３舗装補修事業 …3,489万円
社会資本整備総合交付金（道路） …946万円
社会資本整備総合交付金（住宅） …2,850万円

◎歳出の補正
尾西２号線改良舗装事業 ………3,717万円
大瓜南側線外３舗装補修事業 …3,589万円
尾西中山線改良舗装事業 ………3,208万円
西沢用排水路整備事業 …………4,377万円
大鮹用排水路整備事業 …………3,830万円

追加の主なもの

主

　な

　質

　疑

答

答

問

問

答 問答答 問問 答 問

農
業
環
境
整
備
支
援
事
業
費
補
助
金

防
衛
調
整
交
付
金

五
反
田
住
宅
の
改
修



―

　
今
回
の
条
例
改
正
で
、
た
ば

こ
の
税
額
は
ど
の
く
ら
い
上
が
る

の
か
。

―

　
今
年
の
10
月
か
ら
１
本
当
た

り
１
円
の
増
税
と
な
る
。
１
箱
で

は
20
円
程
度
の
値
上
げ
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。

―

　
税
収
は
ど
う
変
化
し
て
い
く

と
想
定
し
て
い
る
か
。

―

　
た
ば
こ
税
の
税
収
は
年
々
減

少
し
て
い
る
。
喫
煙
者
が
減
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
増
税
が
税
収
増

に
つ
な
が
る
と
は
断
言
で
き
な
い
。

―

　
地
方
交
付
税
が
２
億
円
近
く

増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
と
使
途
は
。

―

　
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
の

焼
却
施
設
負
担
金
が
、
震
災
関
連

の
特
別
交
付
税
の
対
象
と
な
っ
た

た
め
増
額
と
な
っ
た
。
財
源
に
余

裕
が
出
来
た
の
で
、
財
政
調
整
基

金
（
村
の
貯
金
）
の
取
り
崩
し
を

し
な
か
っ
た
。
―

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
充
当
事

業
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
万
葉

大
使
の
着
ぐ
る
み
は
作
製
し
な
い

と
い
う
こ
と
か
。

―

　
議
会
予
算
委
員
会
で
の
指
摘

を
受
け
、
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、

寄
附
金
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
も
、
今
回
は
作
製
し
な
い

こ
と
と
し
た
。

―

　
寄
附
者
の
傾
向
は
。

―

　
寄
附
の
額
面
は
一
口
１
万
円

が
殆
ど
を
占
め
る
。
寄
附
者
の
居

住
地
は
首
都
圏
が
最
も
多
い
。

―

　
返
礼
品
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な

い
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

―

　
専
門
業
者
に
委
託
し
た
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
で
は
21
品
目
の
返
礼

品
を
選
択
で
き
る
が
、
今
後
は
、

体
験
型
な
ど
の
新
し
い
返
礼
品
を

検
討
し
て
い
く
。

―

　
各
住
宅
の
管
理
人
の
人
数
に

変
動
は
あ
る
の
か
。

―

　
五
反
田
北
、
五
反
田
、
定
住

促
進
住
宅
は
各
棟
に
一
人
管
理
人

を
置
く
。
河
原
住
宅
の
み
、
地
元

の
意
向
等
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
３
棟
を
一
人
の
管
理
人
が
管

理
す
る
体
制
と
な
っ
た
。

―

　
取
得
価
格
は
高
額
だ
が
、
競

争
入
札
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の

業
者
と
の
随
意
契
約
と
し
た
理
由

は
。

―

　
法
務
省
の
基
準
を
満
た
す
業

者
は
３
社
あ
る
が
、
仮
に
別
な
業

者
と
な
っ
た
場
合
、
戸
籍
デ
ー
タ

移
行
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
大
き
い

た
め
。

―

　
社
会
体
育
費
で
購
入
す
る
横

断
幕
の
形
状
や
材
質
は
。
ま
た
、

ど
こ
に
張
る
予
定
な
の
か
。

―

　
縦
85
㎝
、
横
５
ｍ
、
村
民
体

育
大
会
と
い
う
名
称
を
掲
示
す
る
。

材
質
は
風
を
考
慮
し
て
メ
ッ
シ
ュ

生
地
と
し
た
。
村
民
体
育
大
会
入

場
門
に
く
く
り
付
け
る
予
定
。

―

　
大
童
の
史
跡
を
紹
介
す
る
木

製
看
板
が
壊
れ
て
い
た
の
を
修
繕

す
る
よ
う
だ
が
、
他
の
地
区
で
も
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
看
板
の
字
が
劣
化

し
て
読
め
な
く
な
っ
て
い
た
り
、

そ
も
そ
も
紹
介
看
板
が
無
い
実
態

が
あ
る
。
ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
。

―

　
劣
化
し
た
看
板
、
村
内
遺
跡

と
も
数
が
非
常
に
多
い
の
で
、
文

化
財
保
護
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま

え
、
年
次
的
に
更
新
・
新
設
を
検

討
し
て
い
く
。

―

　
万
葉
バ
ス
の
マ
フ
ラ
ー
を
交

換
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
何
㎞
程

度
走
っ
て
交
換
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
か
。

―

　
走
行
距
離
は
31
万
㎞
ほ
ど
で
、

マ
フ
ラ
ー
そ
の
も
の
の
不
具
合
で

は
な
く
、
浄
化
装
置
の
機
能
が
落

ち
た
の
で
、
間
も
な
く
保
証
期
間

が
切
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

今
回
補
正
し
た
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
返
礼
品
（
１
万
円
分
） 倒れている文化財標柱

専決
処分

平成29年度

ふるさと寄附金は総額586万円に
２条例を改正、一般会計ほか３会計を補正

主

　な

　質

　疑

主
な
質
疑

答答 問

◎歳入の補正
　地方交付税･･･････････････1億9,912万円
◎歳出の補正
　財政調整基金繰入金･････△2億2,000万円

追加の主なもの

た
ば
こ
増
税
と
税
収

地
方
交
付
税
の
増
額

答答 問

問答 問

着
ぐ
る
み
作
製
の
中
止

村
民
体
育
大
会
横
断
幕

文
化
財
紹
介
看
板

万
葉
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

問
ふ
る
さ
と
寄
附
金

△1,385万円

579万円

△230万円

国民健康保険

介 護 保 険

46億8,844万円

6億1,782万円

5億1,667万円

◎平成29年度各種会計予算◎

◎和解の相手方について
　第64回村民体育大会（Ｈ29.９.３）の看板落下事故後に通院されていた５名（児童４名・保護者１名）の
うち、３名の児童と和解

◎賠償額について
　３名分合計の損害賠償額：86,430円

損害賠償の額を定め和解すること損害賠償の額を定め和解すること

会計別 補正額 予算額

一　般　会　計
特
別
会
計

280円

無し

250円

※9,000円

住宅管理人報酬の改正
会計別 現　行 改正後

月１戸当り

年 均 等

45万円

3件

1,428万円

586万円

418件

1,960万円

※平成29年７月より専門業者に委託
※一棟のみを管理する場合の報酬額
　複数棟を管理する場合は割増あり

平成28年度 平成29年度

寄附金額

寄附件数

基金残高

◎
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
改
正

主
な
条
例
の
改
正

主
な
条
例
の
改
正主

な
質
疑

随意契約

2,322万円

戸籍総合システム更新の概要
ふるさと寄附金の寄附実績 

取得理由

契約方法

取得価格

契約相手

◎
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
新
に
伴
う
機
械
器
具
の
取
得

財
産
の
取
得

財
産
の
取
得

６月定例会
答 問

答 問 答 問

答 問答 問

答 問

戸籍の機械が法定耐用
年数(5年)を迎えたため

富士ゼロックス
システムサービス㈱

第177号（平成30年７月26日） おおひら議会だより （４）第177号（平成30年７月26日）（５） おおひら議会だより



承認第 ２号　専決処分の承認を求めることについて
〔大衡村税条例等の一部を改正する条例の制
定について〕

加熱式たばこ税額の改正等

議案第40号　財産の取得について
戸籍総合システムの機器更新関係

詳細は４ページに掲載

議案第42号　村道路線の認定について
中央平１号線・２号線を認定

議案第44号　平成30年度大衡村国民健康保険事業勘定特
別会計予算の補正について

報告第 １号　平成29年度大衡村一般会計繰越明許費繰越
計算書について

承認第 ４号　専決処分の承認を求めることについて
〔平成29年度大衡村一般会計予算の補正に
ついて〕

承認第 ６号　専決処分の承認を求めることについて
〔平成29年度大衡村介護保険事業勘定特別
会計予算の補正について〕

承認第4号～6号は5ページに掲載

議案第38号　大衡村放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

規定の明確化、資格要件の拡大

承認第 ３号　専決処分の承認を求めることについて
〔大衡村国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定について〕

基礎課税限度額の改正等

承認第 ５号　専決処分の承認を求めることについて
〔平成29年度大衡村国民健康保険事業勘定
特別会計予算の補正について〕

議案第37号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

詳細は４ページに掲載

議案第39号　 大衡村母子・父子家庭医療費の助成に関する
条例の一部を改正する条例の制定について
 所得税法改正によって助成対象範囲が狭まら
ないよう条文を改正

議案第41号　損害賠償の額を定め、和解することについて
村民体育大会看板落下事故の和解関係

詳細は5ページに掲載

議案第43号　平成30年度大衡村一般会計予算の補正につ
いて

議案第45号　平成30年度大衡村介護保険事業勘定特別会
計予算の補正について

議案第43号～45号は3ページに掲載

平成30年６月定例会提出議案　15件平成30年６月定例会提出議案　15件
（専決処分5件、条例改正3件、補正予算3件、報告１件、その他3件）
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承認第２号～６号

議案第37号～45号

報告第１号

承認(11:0)

可決(11:0)

原 案 報 告

○賛成　×反対　議長（細川運一）は採決に加わらない。◇６月定例会　採決状況表◇

一般
質問

※会議録は議会事務局・ホームページで閲覧できます。

 皆さんが選んだ議員がどのよう
な質問・発言をしているのか、村
の執行部がどのような施策を考え
ているのか、是非議場で傍聴して
みませんか。

次の定例会は

９月４日（火）
からの予定です

議会を
傍聴してみませんか

議会を
傍聴してみませんか

議会を
傍聴してみませんか

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

一般質問 村政を問う

早　坂　豊　弘
・国道４号拡幅による諸問題への村の対応を質す
・小学校授業のカリキュラムが変わる。子ども達への対応は

６名の議員が登壇

小　川　ひろみ
・給食センターの改築事業への考えを問う
・村民テニスコートの今後は
・万葉クリーンエネルギーカー導入促進事業の見直しを

佐　藤　　　貢
・集団検診にピロリ菌検査を加えてはどうか

石　川　　　敏
・村政施策事業の点検評価について

山　路　澄　雄
・旧幼稚園舎の利活用について

小　川　宗　寿
・村の公共施設について質す

質問者一覧表
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国
道
４
号
は
、
枛
木
か
ら
蕨

崎
ま
で
の
４
・
５
㎞
の
区
間
の

４
車
線
化
拡
幅
工
事
が
進
め
ら

れ
る
。

　
村
は
、
国
交
省
（
仙
台
河
川

国
道
事
務
所
）
の
道
路
拡
張
の

進
め
方
に
対
し
、
隣
接
す
る
住

民
の
考
え
を
ど
う
伝
え
て
い
る

の
か
。

　
平
成
28
年
度
に
拡
幅
工
事
が

新
規
事
業
化
さ
れ
て
か
ら
、
国

交
省
で
は
、
住
民
説
明
会
を
３

回
開
催
し
て
い
る
。ま
た
、個
々

の
地
権
者
を
訪
問
し
、
要
望
や

不
安
等
を
聴
取
し
て
、
納
得
出

来
る
よ
う
進
め
て
い
く
と
聞
い

て
い
る
。

　
村
と
し
て
も
、
住
民
か
ら
要

望
や
相
談
が
あ
れ
ば
、
国
へ
情

報
を
提
供
し
て
い
く
。

　
長
年
住
み
慣
れ
た
土
地
・
家

に
は
愛
着
は
大
き
い
。
住
民
の

方
々
が
気
に
さ
れ
る
の
は
、
補

償
金
で
あ
り
、
そ
れ
が
示
さ
れ

な
い
と
前
に
進
め
な
い
と
聞
く

が
。

　
国
と
地
権
者
の
用
地
交
渉
は

今
年
の
半
ば
頃
か
ら
始
ま
り
、

補
償
金
に
つ
い
て
は
個
々
の
話

合
い
で
決
め
る
と
い
う
大
ま
か

な
方
針
は
聞
い
て
い
る
。

　
村
は
実
施
主
体
で
は
な
い
が
、

住
民
の
納
得
が
い
く
よ
う
進
め

て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
本
村
は
農
業
に
従
事
さ
れ
て

い
る
方
も
多
く
、
農
作
業
車
の

国
道
出
入
も
多
い
。
国
道
へ
の

右
折
・
左
折
が
不
便
に
な
る
と

い
っ
た
声
が
あ
る
。
側
道
は
河

原
地
区
の
一
部
だ
け
に
設
置
と

聞
く
が
、
逆
に
道
路
幅
は
こ
れ

以
上
拡
げ
な
い
で
ほ
し
い
と
い

う
声
も
あ
る
。
村
は
そ
う
い
っ

た
要
望
も
国
に
伝
え
る
の
か
。

　
具
体
的
な
要
望
が
あ
れ
ば
、

そ
の
都
度
国
に
伝
え
て
い
く
。

し
か
し
、
既
に
設
計
図
面
が
示

さ
れ
て
い
る
中
で
、
全
て
の
要

望
が
通
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
小
学
校
に

お
い
て
英
語
指
導
要
綱
が
取
り

組
ま
れ
、
授
業
時
数
は
三
・
四

年
生
で
15
時
間
、
五
・
六
年
生

で
50
時
間
増
え
る
。
平
成
32
年

度
か
ら
は
三
・
四
年
生
で
35
時

間
、
五
・
六
年
生
で
70
時
間
増

え
る
が
、
対
応
は
大
丈
夫
か
。

　
現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
旧

式
の
ウ
エ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
導
入
を

図
る
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準

が
施
行
さ
れ
て
か
ら
約
10
年
が

経
過
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会

は
現
在
の
作
業
環
境
に
ど
う
対

処
し
て
い
る
の
か
。

　
ド
ラ
イ
運
用
を
図
る
と
い
う

基
準
を
遵
守
し
、
施
設
管
理
と

調
理
業
務
に
お
け
る
衛
生
管
理

を
徹
底
し
て
い
る
。

　
早
急
に
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
安
全
・
安
心
な
給
食

を
子
ど
も
達
に
提
供
す
る
こ
と

が
大
事
で
は
。

　
セ
ン
タ
ー
は
建
築
か
ら
約
40

年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
顕
著

に
な
っ
て
い
る
。

　
移
設
も
視
野
に
、
予
定
通
り

来
年
度
実
施
設
計
を
組
み
、
優

先
順
位
を
高
く
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。
ま
た
、
近
い
う
ち
に

移
設
候
補
地
も
示
し
た
い
。

　
児
童
の
テ
キ
ス
ト
、
教
材
の

ほ
か
、
教
師
用
の
指
導
書
が
配

布
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教

育
委
員
会
と
し
て
も
、
指
導
主

事
を
中
心
に
先
生
方
に
対
し
て

指
導
・
助
言
並
び
に
支
援
を
し

て
い
く
。

　
国
道
４
号
線
の
拡
幅
工
事
に

よ
り
、
村
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

現
在
の
場
所
で
は
継
続
で
き
な

く
な
る
。
利
用
状
況
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

　
拡
幅
工
事
に
合
わ
せ
て
整
備

が
必
要
で
あ
る
。
中
学
生
の
利

用
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

　
場
所
、
今
後
の
整
備
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
中
学
生
が
安
全
に
移
動
で
き
、

利
用
で
き
る
場
所
と
し
て
３
か

所
の
候
補
地
を
考
え
て
い
る
。

　
多
く
の
方
々
に
利
用
い
た
だ

け
る
施
設
と
な
る
よ
う
検
討
を

進
め
て
い
く
。

　
万
葉
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

カ
ー
導
入
促
進
事
業
補
助
金
は
、

年
間
１
０
０
万
円
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。
平
成
29
年
度
の

補
助
実
績
は
、
４
分
の
１
程
度

の
26
万
円
で
あ
っ
た
。
今
後
は

大
衡
工
場
で
生
産
さ
れ
た
車
へ

の
導
入
促
進
に
対
応
し
た
補
助

事
業
に
出
来
な
い
か
。

　
村
内
で
生
産
さ
れ
た
車
に
限

定
す
べ
き
か
、
環
境
に
配
慮
し

た
次
世
代
自
動
車
に
限
定
す
べ

き
か
を
総
合
的
に
検
討
し
判
断

し
て
い
く
。

小学校５・６年生の外国語教材

現在のウエットシステム　給食センター

一般質問村政を問う一般質問 村政を問う

小川ひろみ 議員

早期建設に向け努力
給食センターの改築事業の考えを問う

早坂　豊弘 議員

 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 
村
　長

 

村
　長

 

教
育
長

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 

教
育
長

 

教
育
長

要望事項は伝えていく
国道４号拡幅への村の対応は

小
学
校
授
業
時
数
増
へ
の
対
応
は

学
校
へ
の
指
導
・
助
言
を
し
て
い
く

 

議
　員

 

教
育
長

 

教
育
長

村
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
今
後
は

中
学
生
の
利
用
に
配
慮
し
検
討

 

議
　員

 

村
　長

万
葉
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
カ
ー

　
　導
入
促
進
事
業
の
見
直
し
を

総
合
的
に
検
討
し
て
判
断
す
る

 

議
　員
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が
ん
の
死
亡
率
は
、
全
国
的

に
胃
が
ん
が
上
位
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
、
胃
が
ん
患
者
の
８

割
以
上
は
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し

て
い
る
と
い
う
。

　
胃
が
ん
の
早
期
発
見
・
予
防

効
果
を
高
め
る
た
め
、
ピ
ロ
リ

菌
感
染
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
必
要
が
あ
る
。
村
の
集
団
検

診
に
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
ピ
ロ

リ
菌
検
査
を
加
え
て
は
ど
う
か
。

　
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無
と
将

来
胃
が
ん
に
な
り
や
す
い
状
態

か
を
判
定
す
る
胃
が
ん
リ
ス
ク

層
別
化
検
査
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
）
、

そ
れ
と
内
視
鏡
検
査
を
組
み
合

わ
せ
た
新
た
な
胃
が
ん
検
診
の

有
効
性
は
認
識
し
て
い
る
。

　
実
施
に
は
財
源
の
問
題
も
あ

り
、
他
自
治
体
の
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
よ
り
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

　
村
の
施
策
事
業
は
大
衡
村
総

合
計
画
の
実
施
計
画
に
基
づ
き

行
わ
れ
て
い
る
が
、
各
事
業
に

つ
い
て
、
計
画
・
実
施
・
評
価
・

改
善
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
、
事

業
達
成
度
や
成
果
の
自
己
評
価

が
さ
れ
て
い
る
か
。

　
実
施
計
画
は
３
か
年
分
の
事

業
を
毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ
し
て
策

定
し
て
お
り
、
社
会
情
勢
の
変

動
に
対
応
し
な
が
ら
財
源
も
含

め
て
点
検
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
集
団
検
診

に
お
い
て
も
内
視
鏡
検
査
が
認

め
ら
れ
て
お
り
、
本
村
で
委
託

し
て
い
る
対
が
ん
協
会
に
お
い

て
も
、
今
後
内
視
鏡
検
査
も
出

来
る
よ
う
な
体
制
を
検
討
し
て

い
る
。

　
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
た

場
合
、
除
菌
治
療
を
行
う
こ
と

で
胃
が
ん
発
症
の
リ
ス
ク
を
減

ら
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
で
は
慢
性
胃
炎
の

場
合
も
、
除
菌
治
療
は
保
険
適

用
内
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
住
民
に
周
知
す

べ
き
で
は
。

　
除
菌
治
療
が
始
ま
り
、
保
険

適
用
に
な
っ
て
か
ら
は
胃
が
ん

死
亡
者
が
減
少
し
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
る
。

　
住
民
の
方
々
に
も
ピ
ロ
リ
菌

の
知
識
、
検
査
の
有
用
性
、
そ

し
て
除
菌
の
有
効
性
を
広
く
周

知
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

　
ピ
ロ
リ
菌
は
免
疫
力
が
弱
い

幼
年
期
に
感
染
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
若
い
と
き
か
ら
検

査
・
除
菌
を
行
う
こ
と
で
、
将

来
的
に
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
抑

え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
中

学
生
の
集
団
検
診
に
ピ
ロ
リ
菌

検
査
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　
中
学
生
向
け
に
ピ
ロ
リ
菌
検

査
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
が
、

検
査
費
用
や
保
護
者
か
ら
の
理

解
が
得
ら
れ
る
か
な
ど
、
解
決

す
べ
き
課
題
も
あ
る
と
思
う
。

　
先
進
自
治
体
の
状
況
等
を
確

認
し
て
い
き
た
い
。

　
万
葉
ま
つ
り
・
ふ
る
さ
と
祭

り
は
、
毎
年
同
じ
催
事
内
容
で

は
な
い
か
。

　
万
葉
ま
つ
り
や
ふ
る
さ
と
祭

り
は
、
イ
ベ
ン
ト
会
社
か
ら
提

案
さ
れ
た
催
事
内
容
を
、
各
団

体
の
代
表
者
で
組
織
す
る
実
行

委
員
会
で
意
見
を
聴
き
検
討
し

て
い
る
。

　
農
業
関
係
の
補
助
事
業
は
何

年
も
前
か
ら
の
継
続
事
業
も
多

い
が
、
国
の
農
業
政
策
の
変
化

に
対
応
し
た
施
策
に
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
本

村
農
業
の
課
題
を
解
決
し
て
い

く
た
め
、
農
家
へ
の
支
援
策
を

精
査
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
村
民
体
育
大
会
な
ど
村
主
催

ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
多
い
が
、
小

中
学
生
の
参
加
の
あ
り
方
や
選

手
の
年
代
等
の
課
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
村
民
体
育
大
会
な
ど
の
各
種

大
会
は
、
分
館
長
や
ス
ポ
ー
ツ

推
進
員
か
ら
反
省
や
改
善
点
の

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
社
会
教
育
関
係
の
行
事
も
増

え
て
い
る
の
で
、
年
間
行
事
を

ど
う
す
べ
き
か
今
後
検
討
し
て

い
く
。

　
村
政
各
施
策
の
執
行
に
あ
た

っ
て
は
、
実
施
結
果
を
点
検
・

評
価
し
な
が
ら
改
善
を
行
い
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。
村
政
執
行
者
と

し
て
の
見
解
は
。

　
自
治
体
を
預
か
る
責
任
者
と

し
て
施
策
の
点
検
・
評
価
は
、

行
政
の
基
本
的
な
問
題
で
あ
る

と
肝
に
銘
じ
、
村
政
執
行
に
あ

た
っ
て
い
く
。

一般質問村政を問う一般質問 村政を問う

行政執行の基本と認識する
村政施策事業の点検・評価は

 

議
　員

 

村
　長

 

健
康
福
祉
課
長

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 
議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

教
育
長

慎重に検討する
集団検診にピロリ菌検査を加えては

石川　　敏 議員 佐藤　　貢 議員

※

ピ
ロ
リ
菌

　
正
式
名
称
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・

ピ
ロ
リ
。
胃
の
粘
膜
に
住
み
着
く

細
菌
。
感
染
す
る
と
炎
症
を
起
こ

す
。
殆
ど
の
場
合
、
除
菌
し
な
い

限
り
感
染
し
た
ま
ま
に
な
る
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は

ピ
ロ
リ
菌
を
「
確
実
な
発
が
ん
因

子
」
と
認
定
し
て
い
る
。

平成29年万葉まつり（八戸三社大祭山車） 集団検診
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平
成
24
年
３
月
に
廃
園
と
な

っ
た
旧
幼
稚
園
舎
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
平
成
29
年
４
月
、
副

村
長
他
８
名
の
課
長
に
よ
る
庁

内
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

利
活
用
の
方
向
性
を
検
討
し
た
。

そ
の
後
、
村
民
５
名
に
よ
る
検

討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
４
回

の
会
議
を
経
て
提
言
書
が
ま
と

め
ら
れ
た
。

　
提
言
書
の
内
容
は
、
図
書

室
・
こ
ど
も
食
堂
・
高
齢
者
向

け
交
流
室
・
児
童
生
徒
の
学
習

室
・
音
楽
学
習
室
・
長
い
階
段

の
下
に
あ
る
遊
戯
室
は
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
に
す
る
と
い
う
も
の
だ

が
、
村
内
類
似
施
設
と
競
合
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
利
活
用
を
検
討
す
る
に
あ
た

っ
て
、
学
識
経
験
者
等
、
専
門

家
の
意
見
を
聞
い
た
も
の
か
。

　
特
段
、
専
門
家
等
の
意
見
は

聞
か
な
か
っ
た
。

　
旧
園
舎
は
昭
和
51
年
に
建
設

さ
れ
、
宮
城
県
沖
地
震
・
東
日

本
大
震
災
を
受
け
て
劣
化
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
耐
震
性

等
、
専
門
家
の
診
断
を
仰
い
だ

こ
と
が
あ
っ
た
か
。

　
旧
園
舎
は
震
災
前
の
平
成
18

年
10
月
に
耐
震
診
断
を
行
い
、

耐
震
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

　
平
成
28
年
５
月
、
村
内
の
建

設
業
者
２
名
の
方
が
外
観
・
内

観
・
天
井
裏
等
を
確
認
し
て
い

る
。
柱
等
は
外
壁
を
は
ず
せ
な

い
部
分
も
あ
っ
た
が
、
お
お
よ

そ
構
造
上
問
題
は
な
い
と
の
回

答
を
得
て
い
る
。
報
酬
は
支
払

っ
て
い
な
い
。
安
全
性
確
認
の

文
書
は
な
い
。
私
が
そ
の
場
で

口
頭
で
回
答
を
受
け
た
。

　
旧
園
舎
の
安
全
確
認
が
村
内

業
者
の
好
意
で
行
わ
れ
、
安
全

性
確
認
の
た
め
の
文
書
に
よ
る

報
告
も
な
か
っ
た
こ
と
は
、
私

に
は
納
得
で
き
な
い
。
建
築
物

の
安
全
性
は
、
き
ち
ん
と
し
た

予
算
措
置
の
も
と
で
確
認
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
実
際
の
利
活
用
に
入
る
前
に

は
耐
震
診
断
を
受
け
、
安
全
性

が
確
認
で
き
た
の
ち
に
供
用
を

開
始
す
る
。

　
旧
園
舎
を
解
体
し
、
新
た
な

施
設
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
。

広
く
村
民
に
意
見
を
求
め
れ
ば

い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
解
体
す
る
に
も
多
額
の
経
費

が
か
か
る
。
敷
地
の
形
状
も
２

段
に
な
っ
て
お
り
、
跡
地
の
有

効
利
用
は
難
し
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
公
共
施
設
は
維
持
管
理
に
相

当
な
費
用
を
要
し
て
い
る
の
で
、

来
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

消
費
増
税
に
併
せ
て
利
用
料
金

の
改
正
を
検
討
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
申
請
に
よ
り
減
免
処
置
も
実

施
し
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で

改
正
の
予
定
は
な
い
。

　
現
在
無
料
で
開
放
し
て
い
る

ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
等
の
利
用

規
約
を
改
正
し
、
緑
地
管
理
の

一
部
に
充
て
る
た
め
、
有
料
化

す
る
考
え
は
。

　
近
年
は
地
方
自
治
体
に
お
い

て
も
「
経
営
者
」
視
点
で
行
政

を
運
営
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

　
徴
収
に
あ
た
っ
て
の
施
設
整

備
の
必
要
性
や
、
料
金
負
担
の

公
平
性
の
問
題
か
ら
実
現
に
は

至
っ
て
な
い
が
、
具
体
的
な
利

用
料
金
の
徴
収
手
法
も
含
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
多
目
的
運
動
場
は
、
開
設
時

か
ら
国
道
側
の
フ
ェ
ン
ス
の
高

さ
が
足
り
ず
、
競
技
に
よ
っ
て

は
ボ
ー
ル
が
フ
ェ
ン
ス
を
超
え

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
改

修
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
利
用
者
や
管
理
者
か
ら
は
苦

情
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
建
設

か
ら
相
当
年
数
が
経
ち
、
老
朽

化
し
て
い
る
の
で
、
定
期
点
検

を
し
な
が
ら
改
修
し
て
い
き
た

い
。

　
衡
中
北
集
会
所
は
「
住
宅
集

会
所
」
の
性
質
上
、
政
治
・
宗

教
目
的
に
は
使
え
な
い
制
約
が

あ
る
が
、
他
地
区
は
そ
の
限
り

で
は
な
い
。

　
利
用
規
約
や
料
金
体
系
は
統

一
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

　
各
地
区
で
は
集
会
所
利
用
規

約
と
料
金
を
独
自
に
定
め
て
い

る
。
ど
の
地
区
で
も
地
元
地
区

民
や
地
区
団
体
が
使
用
す
る
際

は
無
料
で
あ
る
。

一般質問村政を問う一般質問 村政を問う

利用料金の見直しを検討
村の公共施設について質す
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教
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長

広く意見を聞いて対応する
旧幼稚園舎の利活用計画に疑問

小川　宗寿 議員 山路　澄雄 議員

親子連れでにぎわう万葉クリエートパーク 旧幼稚園舎の内部
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シートで覆われた汚染牧草ロール（大森地区）

汚染廃棄物の試験焼却全　員
協議会
平成30年
５月22日

塩浪地区住宅団地整備調査
　　　　　特別委員会中間報告

委員会
報　告
平成30年
６月８日

販売事務所用地（後日分譲予定）

契約
相手

区画数区　分 面　積 備　　　　　　　考
全　体

分譲済

未契約

108区画

106区画

2区画

25,717㎡

25,243㎡

474㎡

一　般　個　人：62区画（58.5％）
ハウスメーカー：44区画（41.5％）

件　数年　代 割　合
20代
30代
40代
50代
60代

18人
32人
10人
１人
１人

29.0%
51.7%
16.1%
1.6%
1.6%

第1年度(H26年度)
第2年度(H27年度)
第3年度(H28年度)
第4年度(H29年度)
合計交付済額

5,917万円
5,917万円
4,734万円
4,734万円

2億1,302万円

H26.1
H27.4
H28.6
H29.9
H31後半

村・ソーラーフロンティア立地協定
稼動開始（5月に竣工式）
CIS薄膜太陽電池商業生産開始
商業生産の一時休止
次世代商品生産拠点として再稼動予定

●
○

建築完成
建 築 中

10戸
74戸

●現在の居住地
●年齢構成

大衡村
12人

大和町
16人

仙台市
12人

富谷市
8人

大崎市
4人

その他
10人 　一般個人申込

者62名の内、８
割が村外の方と
なっている

2.申込者の状況

3.住宅の建築状況（平成30年6月4日現在）

1.宅地の分譲状況（平成30年5月31日現在）

放射性濃度 重　量 備　　考 保管場所
400Bq/kg以下

1,000Bq/kg以下
2,000Bq/kg以下

119.0ｔ
52.7ｔ
19.2ｔ
190.9ｔ

牧草地すき込み処理
このうち10ｔを試験焼却 大森地区

（１箇所に集積）

◎村内の農林業系汚染廃棄物（牧草）の現状

◎試験焼却の実施概要

◎企業立地促進奨励金交付状況◎東北工場について

ソーラーフロンティア㈱の状況

〇農林業系廃棄物試験焼却計画
　環境管理センターにおいて、１日当たり最大１ｔを週５日間焼却、２～３週間検証等
を行う。これを１クールとし、１町村あたり２クール実施する（全６クール）
〇村の焼却開始時期…平成30年６月予定（６月19日～23日に５ｔ焼却）

〇企業立地促進奨励金の交付に関する議論
　平成30年３月定例会において、現在操業を休止しているソーラーフロンティア株式会社東北工場
に対し、平成30年度分の企業立地促進奨励金2,367万円を支出できるのかが議論された

〇汚染ほだ木については、チップ化して林地還元処理済
計
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　矢巾町・紫波町とも、議会改革の先進地である。改革に積極的な議会が広聴活動を充実させてい
るのは、住民の声を反映させ、住民に積極的に参画してもらう、住民参加型の議会という明確な理
想像があるためと感じた。
　模擬議会の参加者が議員や職員になったという事例を聞いた。幅広い年齢層の住民に関心を持っ
てもらうことは、今後の担い手作りにとっても重要である。

◎調査を終えての所感・意見

　こども議会の議会運営は設置通告書・答弁書をや
りとりする本格的なもの
　子どもならではの視点から、まちづくりへの鋭い
質問が提出されている

　人口増を続ける盛岡市のベットタウン。岩手医科
大学附属病院の移転が進んでいる
　議会は執行部に先駆けてタブレットを導入

　岩手県のほぼ中央に位置する。公民連携の駅前再
開発計画「オガールプロジェクト」が有名
　近隣町村では最も早く通年議会制度を導入

◎矢巾町子ども議会

◎議会傍聴者への配慮

◎紫波町議会モニター

行政視察　
研修報告
子ども議員が町づくり提言岩手県　矢巾町

議会モニターで住民参画 岩手県　紫波町

視察年月日：平成30年5月31日～6月1日

広報広聴広報広聴

主　　催

対 象 者

テ ー マ

事前通告

公開方法

質問型式

答 弁 者

一問一答

執 行 部

教育委員会

通告あり

紫波町議会基本条例
１０名

無報酬

定　員

報　酬

公　募

２年間

傍聴者の録画・録音の原則許可

車椅子使用者用傍聴スペース有り
難聴者向けにイヤホンを貸与

ハード面

ソフト面

保護者の傍聴、議会広報への掲載

矢巾町をもっと良くしたい

小学生（高学年）・中学生の希望者

会議等を傍聴し意見書を提出
年２回、議員と懇談会を行う

設置根拠

選出方法

任　　期

職　　務

　
平
成
30
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
７
月
10
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
契
約
の
変
更
１
件
、
契
約
１
件
、
損
害
賠
償
の
和
解
１
件
の

全
３
件
が
村
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

７月臨時会

◎和解の相手方について
　第64回村民体育大会（Ｈ29.９.３）の看板落下事故後に通院されていた保護者１名と和解

◎賠償額について
　損害賠償額：1,052,358円

損害賠償の額を定め和解すること損害賠償の額を定め和解すること

請負契約に関すること請負契約に関すること

契 約 方 法

契 約 金 額

契 約 相 手

条件付一般競争入札（総合評価落札方式）

91,260,000円

株式会社松川土木

◎平成30年度奥田大森線改良舗装工事の請負契約

請 負 業 者

請 負 金 額

工 事 期 間

工 事 場 所

株式会社松川土木

変更前：151,200,000円

変更後：161,012,880円

変更前：平成29年10月13日～平成30年7月31日

変更後：平成29年10月13日～平成30年8月31日

大衡村大森字脇繰地内
わ　くり

◎平成29年度奥田大森線改良舗装工事請負契約の変更について

村道奥田大森線
改良舗装工事の契約締結
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　始発の西股から終点の大和ターミナルまで、実際
に乗車し調査（西股9：14発）
　始発から終点まで乗客はなし
　運転手の話では、農繁期の大森線は乗客が少ない

　法人運営に係る職員の人件費を村が補助しているが、平成29年度決算において、人件費の一部
を法人運営費ではなく居宅介護費に誤って計上しており、監査委員の指摘を受けた

　平成28年度：約1,450万円→平成29年度：約2,500万円
　事業量の増加に伴い職員を増やしたこと等により３名分の人件費を増額している

　庁内検討委員会（課長等で構成）と利活用検討委
員会（村民５名で構成）による提言をもとに、建物
の現況を視察した
　提言書では旧園舎を改修し、図書館・スポーツジ
ム等の利用が検討されている

・万葉バスの運行については、漫然と旧来の運行路線を継続するのではなく、高齢者・村民の生活
を支える有効な交通体系を確立するよう、議会としても提言が必要と感じた。
・旧園舎の利活用方法について提言されているが、内容は総花的で、他の村内施設と用途が重複し
ており、中途半端な印象を受けた。改修経費やランニングコストの試算もされていない。今後の
動きを注視していく。

・万葉クリエートパークは指定管理料も大きいが、遊具は一つ一つが高価で、メンテナンス費用も
膨大である。パークの利用者は村外の方が９割以上を占めている。利用料金等を徴収して、遊具
等の維持管理費に充てることも必要ではないか。
・小学校での英語の授業増については、子ども達へのサポートが必要になると考える。

工　　期

契 約 額

施工延長

幅　　員

進 捗 率

H29.10.13～H30.７.31

１億5,120万円

700ｍ

車道7.5ｍ+歩道2.5ｍ

45％（H30.５.11現在）

工 事 箇 所

更新した遊具

主な改修内容

工 事 費 用

わんぱくランド

すべり台追加、ネット補修

2,268万円

平成30年度

平成32年度

３・４年生：15時間

５・６年生：50時間

３・４年生：35時間

５・６年生：70時間

通報件数

捕獲頭数

全78件（うちイノシシ51件）

イノシシ22頭

通報件数

捕獲頭数

全9件（イノシシ5件・クマ4件）

イノシシ5頭（衡東1、大瓜下4）

（H30.5.7現在）

№18　木製すべり台
№ ８　ネット登り

※平成32年度から新学習指導要領が完全実施

総務民生
調査年月日：平成30年５月14日

万葉バスの運行状況
（万葉バス大森線）

Reportレポート 総務民生

◎万葉バス大森線（上り）の現地調査

大衡村社会福祉協議会の運営状況
（社会福祉協議会事業への村補助金）

◎財政援助団体に係る監査委員指摘事項

◎村補助金の増額

旧幼稚園舎の利活用
（旧大衡幼稚園）

◎旧幼稚園舎の現地調査

◎調査を終えての所感・意見
◎調査を終えての所感・意見

委員会産業教育産業教育
調査年月日：平成30年５月16日

◎平成29年度改良工事の概要

万葉クリエートパーク遊具改修

村道奥田大森線改良工事

◎アスレチック遊具改修

新学習指導要領への移行
◎小学校の外国語（英語）の時間数増

◎小学校での特別教科「道徳」の実施

イノシシ･クマ出没状況
◎平成29年度通報・捕獲件数

◎平成30年度通報・捕獲件数

調査のため乗車した議員

奥田大森線

アスレチック遊具

旧園舎での現地調査
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が
き

　
私
が
農
業
に
携
わ
る
よ
う
に
な

っ
て
今
年
で
四
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
幼
少
時
か
ら
出
不
精
で
人
見
知

り
だ
っ
た
私
は
、
大
衡
村
で
生
ま

れ
育
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
土
地

勘
も
無
け
れ
ば
ご
近
所
と
の
付
き

合
い
も
無
く
、
農
家
に
生
ま
れ
た

の
に
農
作
業
経
験
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
何
か
ら
何
ま
で
初
め
て

で
大
変
苦
労
し
つ
つ
、
充
実
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
道
の
大
先
達
で
あ
る
諸
先

輩
方
に
日
々
様
々
な
事
を
教
わ
り
、

僅
か
ず
つ
で
す
が
仕
事
を
覚
え
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く
問
題

は
多
様
か
つ
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
最
も
重
大
な
も
の
は
後
継
者

不
足
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
作
業
の
機
械
化
と
効
率
化
が
進

ん
で
も
人
は
ど
う
し
て
も
必
要
で

す
が
、
い
ま
、
そ
の
人
が
減
り
続

け
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
周
囲
に
同
年
代
の
農
業
従
事
者

は
見
当
た
ら
ず
、
現
在
日
本
の
農

業
従
事
者
の
年
齢
は
六
十
代
後
半

に
至
っ
て
い
ま
す
。
地
域
農
業
存

続
の
た
め
に
、
更
な
る
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
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農
業
の
後
継
者
問
題
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大
衡
村
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
今
年
で
創
設
三
十
六
年
を
迎

え
ま
し
た
。
現
在
は
小
学
生
６
名
、

中
学
生
11
名
、
高
校
生
５
名
の
団

員
が
お
り
ま
す
。
ご
指
導
下
さ
る

先
生
は
、
皆
ス
ポ
少
出
身
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
で
す
。
皆
様
も

よ
く
見
か
け
る
顔
ぶ
れ
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
懇
切
丁
寧
に

時
に
厳
し
く
、
愛
あ
る
稽
古
を
し

て
下
さ
い
ま
す
。

　
剣
道
を
習
い
始
め
た
子
ど
も
達

は
、
皆
靴
を
揃
え
、
大
き
な
声
で

返
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

体
力
も
向
上
し
礼
儀
作
法
が
身
に

つ
く
と
、
自
分
に
自
信
が
持
て
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
多
方
面
で

力
を
発
揮
し
よ
う
と
努
力
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
大
衡
中

に
は
男
女
剣
道
部
が
あ
り
ま
す
の

で
、
部
活
動
で
活
躍
す
る
の
も
夢

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど

う
ぞ
中
学
校
講
堂
へ
足
を
お
運
び

下
さ
い
。

大
野
　絵
梨
子
さ
ん

ス
ポ
少
に
入
ろ
う

－大衡村剣道スポーツ少年団－

輝 く村びと

大
衡
村
議
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会 

委
員
長
　
小
川
　
宗
寿

広
報
分
科
会

会
　
　
長
　
小
川
ひ
ろ
み

副
会
長
　
佐
藤
　
　
貢

委
　
　
員
　
石
川
　
　
敏

　
〃
　
　
早
坂
　
豊
弘

　
〃
　
　
山
路
　
澄
雄

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
細
川
　
運
一

夏本番!!

　
議
員
任
期
も
あ
と
９
ヶ
月

を
残
す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
村
民
の
皆
様
に
、

手
に
と
っ
て
見
て
も
ら
う

「
議
会
だ
よ
り
」
を
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
読
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
目
標
に
、
広

報
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
が

到
来
し
、
暑
さ
も
一
段
と
厳

し
く
な
り
ま
す
が
、
健
康
管

理
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留

意
く
だ
さ
い
。佐 

藤
　
　 

貢

活動日時

活動場所

活動日時

活動場所

毎週水曜日・金曜日
午後6時30分～8時30分
大衡中学校講堂




